
































































転写調節因子 Sp1、Sp2、Sp3、Sp4 の象牙芽細胞と歯髄細胞での局在を調べた。この結果 Sp2 は不明
瞭であったが、他の 3 種類はいずれも象牙芽細胞核が陽性で、Sp1 と Sp3 は象牙芽細胞以外の歯髄細胞
核も陽性であった。転写調節因子 Sp が象牙質形成に深く関わっていることが示唆された。
ラット切歯象牙芽細胞における転写調節因子 Sp の局在
Localization of transcription factor Sp 































































乳頭に存在することが知られている（Nakamura et al., 
2011）。またSp3の免疫組織化学で象牙芽細胞と歯乳頭
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